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５ ．「うまれる」で一番印象に残ったこと（表 ４ ）
　「一番印象に残ったこと」の自由記載では427の文章
数が抽出され、2376語の言語が抽出された。全体の回
答としては「うまれる」という言語が最も多く抽出され
た。世代間別では、各々印象に残った内容に差はみら
れなかった。また性別、結婚の有無、子どもの有無に
よって、一番印象に残ったことも差はみられなかった。
　係り受けの言語では「親－選ぶ」が最も多くみられ
た。
Ⅳ．考察
　上映会の参加者はほとんどの人が映画の内容に興味
があり、うまれることや生命についてもともと関心が
高い人が多く参加していたと考えられる。
　参加者の年齢層は10代から80代と幅広く、孫から祖
母世代までの参加がみられた。命や家族について考
える機会は、学校等で開催される性教育や地域での乳
幼児とのふれあい体験等（神戸市看護大学共同研究，
2012）があるが、対象者の年代は限定されている。し
かし映画という手法は、年代に関係なくどの世代にも
参加しやすく、様々な世代に命の大切さや、生きるこ
とのすばらしさ、家族や人との絆の実感をもってもら
うことができる機会となったと考えられる。
　「お産は」で最も多く抽出された言語は「大変」で
あり、出産の印象は本映画からは、どのような立場で
あったとしても、ほとんどの人が大変という印象を持
ち、出産をした人の経験だけではなく、出産を経験し
ていない人でも同じように「大変」という感覚を持っ
たといえる。大変という言葉は大辞泉によると重大な
事件、物事が重大であることという意味で使用され
る。そのため、子どもを産むということは、重大なこ
とであるという認識が強く残ったと考えられる。また
係り受け言語では「大変」のあとに続く言葉は「素晴
らしい」であり、良い意味での「大変」としてとらえ
られていると考える。
　「夫婦は」で最も多く抽出された言語は、20代から
50代では「きずな」が最も多く抽出された。20代から
40代は子育て期であり、映画では30代前後の夫婦が障
表 4 　一番印象に残っていること
映画「うまれる」鑑賞後に感じた生きることの意味 77
害を持つ子どもの育児を夫婦で支えあいながら子育て
をしている姿や、夫婦で支えあって不妊治療や死産の
悲しみを乗り越える姿が描写されており、その中から
きずなを感じたのではないかと考える。また、60代か
らは「大切」という言語が多く抽出されたのは、支え
あって子育てをし、壮年期を過ごしたことを振り返っ
て、お互いの存在が大切であると感じたのではないか
と考えられる。晩婚化が進み、結婚率が低下し、さら
に離婚率が増加する昨今（財団法人母子衛生研究会，
2011）、夫婦とはと考え、「きずな」「大切」と感じるこ
とができたことは、よい機会であったと考えられる。
　「子どもは」で最も多く抽出された言語は「宝」「か
けがえのない」といった言語であり、大切な存在であ
るという印象を多くの人が持っていた。子どもの虐待
件数が増加する中（財団法人母子衛生研究会，2011）、
映画が子どもの大切さを実感できる機会を増やす手段
となると考えられる。
　青年期の次世代育成力を育むためには親からの存在
肯定メッセージを感じることが関連しているという報
告がある（菱谷ら，2010）。今回の上映では親、祖父母
世代の人達共通に、子どもを「宝」という肯定的な印
象で表現しており、こうした印象を日常の中で子ども
や孫に伝えていくことができると良いと考えられる。
　近年、出生前診断の技術が進み、必要な情報の獲
得、胎児や子育てに関する「自己の信条の表現」と
いった理由から出生前診断を希望する夫婦も少なくな
い（荒木，2012）。親が子どもを選択するという考えが
ある一方で、子どもが親を選ぶという映画のモチーフ
は命の大切さや生命倫理について考える機会となった
のではないかと考えられる。
　「生きることは」では、様々な年代が生きることを素
晴らしい、楽しいと感じていた。10代の自殺率が増加
する中、生きることを苦ではなく、素晴らしいと感じ
ることができるよい機会となったと考える。
　本調査では、「家族」についても「大切」「きずな」
という印象を多くの人が持つ事ができ、どの世代にお
いても、生きることや家族の絆を大切に感じたことが
明らかであり、改めて命の大切さや、生きることのす
ばらしさ、家族や人との絆を実感でき機会となったと
考えられる。
Ⅴ．結論
1  ．属性や社会的背景による違いはあっても、「出産」
は「大変」だが、「子ども」は「宝」であり、「夫婦」、
「家族」は「支え」あう大切な存在で、「生きること」
は「素晴らしい」と感じていた。
2  ．命をテーマにした映画の上映は生きることや家族
の絆について考える機会を幅広い年代に提供する機
会となる。
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